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岡山の支蜃j

下

　
「
来
年
は
開
催
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
」

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
夏
体
み

に
親
子
を
招
き
、
船
で
の
島
巡
り
な
ど
を

天
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
瀬
戸
内
市
の
文

原
採
「
せ
と
う
ち
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

四
代
表
の
蝦
名
宇
摩
さ
ん
（
3
8
）
＝
同
市
＝

諾
研
を
曇
ら
せ
る
。

　
蝦
名
さ
ん
た
ち
は
、
東
京
電
力
福
島
第

ふ
風
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
を
恐
れ
て
屋

″
で
あ
ま
り
遊
べ
な
い
親
子
ら
に
、
瀬
戸

］
の
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、
震

兪
年
の
２
ｏ
１
２
年
か
ら
企
画
。
4
0
人

面
巣
に
1
0
日
間
の
日
程
で
毎
年
実
施
し

」
お
り
、
好
評
と
い
う
が
、
1
4
年
か
ら
資

果
・
足
に
苦
し
ん
で
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
３
０
０
万
円
の
予
算
で
運
営
し
、
市
の

助
成
と
寄
付
金
で
賄
っ
て
き
た
が
、
寄
付

金
が
年
々
減
り
、
1
4
年
は
グ
ル
ー
プ
の
積

立
金
を
約
5
0
万
円
取
り
崩
し
て
補
て
ん
。

今
年
は
イ
ペ
ン
ト
を
減
ら
す
な
ど
予
算
を

２
０
０
万
円
程
度
に
抑
え
て
乗
り
切
る
考

え
だ
が
、
来
年
以
降
の
開
催
は
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
。

　
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
津
山
市
の

　
「
さ
よ
な
ら
原
発
マ
マ
パ
パ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
、
岡
山
市
の
「
子
ど
も
未
来
・
愛
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
寄
付
金
が
減
少
し
、
や

り
く
り
に
苦
心
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　
活
動
が
励
ま
し
に

　
復
興
庁
な
ど
に
よ
る
と
、
震
災
に
伴
う

避
難
者
は
２
月
1
2
日
現
在
約
2
2
万
９
千
人

で
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
1
1
年
３
月
1
4
日
（
約

4
7
万
人
）
の
半
数
以
下
。
病
院
や
学
校
は

ほ
ぼ
復
旧
し
、
災
害
公
営
住
宅
も
計
画
の

９
割
近
く
が
着
工
し
た
。
同
庁
は
「
復
興

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
」
と
説
明
す
る
。

　
だ
が
、
岩
手
県
大
槌
町
に
支
援
拠
点
を

置
く
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

欠
か
せ
な
い
若
者
の
力

　
。
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被
災
地
か
ら
夏
休
み
に
親
子
ら
を
招
い
て
い
る
蝦
名
さ
ん

　
（
左
）
た
ち
。
資
金
不
足
に
陥
り
、
苦
心
し
て
い
る

　
（
岡
山
市
北
区
）
の
菅
谷
安
美
さ
ん
（
召

の
見
方
は
少
し
異
な
る
。
「
施
設
整
備
は

入
□
の
多
い
中
心
部
が
優
先
さ
れ
、
周
辺

部
は
今
で
も
仮
設
住
宅
が
目
立
つ
。
復
興

と
は
名
ば
か
り
」

　
　
「
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
人
は
、

家
を
建
て
直
す
資
金
も
気
力
も
残
っ
て
い

な
い
高
齢
者
が
多
い
」
と
話
す
の
は
日
赤

岩
手
県
支
部
の
岩
崎
満
事
業
推
進
課
長
。

　
「
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
に
と

っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
『
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
よ
』
と
い
う
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
」
と
期
待
す
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
赤
岡
山
県
支
部

が
派
遣
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
は

激
減
し
て
い
る
。
1
1
年
は
1
4
回
（
8
4
入
）
派

遣
し
た
が
、
1
4
年
は
わ
ず
か
１
回
（
2
3
入
）

だ
っ
た
。
「
被
災
地
に
対
す
る
県
民
の
関

心
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
最
近
は
問

い
合
わ
せ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
担
当
者
。

　
　
　
郷
土
へ
の
責
任
感

　
　
「
息
の
長
い
被
災
地
支
援
に
は
将
来
を

担
う
若
者
の
力
が
欠
か
せ
な
い
」

　
震
災
直
後
か
ら
日
赤
岡
山
県
支
部
や
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

被
災
地
で
1
0
回
以
上
活
動
し
て
き
た
岡
山

県
職
員
の
小
野
亮
さ
ん
（
4
6
ブ
倉
敷
市
＝

は
指
摘
す
る
。

　
1
3
年
度
に
は
希
望
し
て
宮
城
県
に
１
年

間
出
向
し
、
津
波
で
浸
水
し
た
農
地
の
復

旧
作
業
に
従
事
。
官
民
双
方
の
立
場
か
ら

被
災
地
と
向
き
合
う
中
で
、
復
興
支
援
は

長
期
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
大
学

生
ら
を
主
体
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
重

要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
。

　
大
学
生
ら
を
被
災
地
に
派
遣
す
る
活
動

は
、
岡
山
経
済
同
友
会
（
岡
山
市
北
区
）

が
毎
年
実
施
。
学
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
送
り
出
し
て
い
る
岡
山
県
内
の
大
学

も
あ
る
。
岡
山
後
楽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
（
同
）
が
毎
年
８
月
に
派
遣
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
昨
年
、
高
校
生
も
参
加

し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
清
水
直
樹
会
長
（
6
8
）
は
大

学
生
ら
を
派
遣
す
る
意
義
に
つ
い
て
「
被

災
地
の
現
状
を
身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
で

防
災
意
識
が
高
ま
る
。
郷
土
に
対
す
る
責

任
感
が
生
ま
れ
、
万
一
の
と
き
の
備
え
に

つ
な
が
る
」
と
話
し
て
い
る
。

秋
山
昌
三
が
担
当
し
ま
し
た
。
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